
 

 

令和６年度 

 

第２回ふじさわ人権協議会 議事録 

 

 

 

 

日 時 ２０２４年１０月１８日（金）午後２時から午後４時１０分まで 

 

会 場 藤沢市役所 本庁舎５階 会議室５－１・５－２ 

 

出席者 

１ 委員＝１３人 

鈴木会長、深田副会長、岸本副会長、入沢委員、須田委員、鳥海委員、 

星野委員、木村委員、ポッチャニー委員、都委員、宮城委員、萩原委員、 

森岡委員 

（欠席）なし 

 

２ 事務局＝４人 

人権男女共同平和国際課 作井（課長）、濱野（主幹） 

猪野（課長補佐）、中村（上級主査） 

 

３ 傍聴者 0人 

 

内 容 

１ 後任委員への委嘱状の交付 

   ２ 議題 

    （１）包括的性教育について 

    （２）「困難な問題を抱える女性への支援に関する法律」に基づく市基本計画

の策定について     

   ３ その他 

      令和６年度 藤沢市平和学習広島派遣プログラムに参加して（萩原委員）  
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【令和６年度 第２回ふじさわ人権協議会】 

〇事務局（濱野） それでは定刻になりましたので始めさせていただきます。ただいまから、

令和６年度第２回ふじさわ人権協議会を開催させていただきます。私は、進行を務めさ

せていただきます人権男女共同平和国際課の濱野と申します。よろしくお願いいたしま

す。本日は会議時間を1時間半程度と考えておりますので、よろしくお願いいたします。

まず議事に入る前に、人事異動により、江藤和江様が委員を退任されましたので、後任

の木村亜希子様に委嘱状を交付させていただきます。本来であれば、委嘱状は市長か

ら交付させていただくところでございますが、公務の都合により、人権男女共同平和国

際課長の作井から委嘱状を交付いたします。恐れ入りますが、こちらからお名前をお呼

びいたしますので、その場にてご起立をお願いいたします。木村亜希子様。 

〇木村委員 はい。 

〇事務局（作井） 木村亜希子様、ふじさわ人権協議会委員を委嘱します。期間は２０２４年

（令和６年）９月１日から２０２５年（令和７年）３月３１日までとします。２０２４年（令和６年）

９月１日藤沢市長鈴木恒夫。代読でございます。よろしくお願いいたします。 

〇木村委員 よろしくお願いいたします。 

〇事務局（濱野） それでは、木村委員から自己紹介をお願いいたします。 

〇木村委員 はじめまして。辻堂にありますカメリア藤沢ＳＳＴという施設から参りました木

村と申します。以前は江藤がお世話になっていたのですけれども、社内の人事異動とい

うことで、今回より私の方が参加させていただくことになりましたので、どうぞよろしくお

願いいたします。 

〇事務局（濱野） ありがとうございました。どうぞよろしくお願いいたします。この場で課長

の作井は公務の都合で退席させていただきます。 

〇事務局（作井） 申し訳ありません。よろしくお願いいたします。 

〇事務局（濱野） それでは本日の会議でございますが、本日は全員出席ということになり

ますので、この会議は成立しておりますことをご報告いたします。次に、会議の公開・非

公開についてお諮りいたします。本市におきましては、市政において重要な役割を果た

しております各種審議会等の附属機関やこれに準ずる機関の会議は、市政運営や施策

形成における公平性および透明性を高められるよう、藤沢市情報公開条例第３０条の規

定により、原則公開としております。本日の会議におきましても、公開を原則として運営

してまいりたいと考えておりますが、よろしいでしょうか。 

（異議なしの声） 

〇事務局（濱野） 異議がございませんので、ふじさわ人権協議会は公開といたします。こ

こで傍聴の確認をさせていただきます。本日、傍聴人はございません。次に、資料の確
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認をさせていただきます。次第と裏面が委員名簿となっているもの、資料１－１としまして

包括的性教育について。参考の資料としまして、さいたま市と立川市の情報誌の抜粋の

写し。資料２－１としまして「困難な問題を抱える女性への支援に関する法律」に基づく市

基本計画の策定について、２－２として骨子案がございます。それから、人権啓発講演

会のチラシが事前に配布している資料でございます。そして当日の配布資料といたしま

しては、萩原委員の平和学習の資料、議題１の意見集約表、ジェンダー平等男女共同参

画講演会のチラシになります。過不足等はございませんでしょうか。それでは、ここから

の議事進行につきましては、要綱第５条第２項の規定により、会長にお願いしたいと思い

ます。鈴木会長、よろしくお願いいたします。 

〇鈴木会長 皆様こんにちは。鈴木でございます。今日、第２回目のふじさわ人権協議会と

いうことで皆様の活発なご意見を賜れればというふうに思います。どうぞよろしくお願い

いたします。では今回、新しく木村委員もお迎えして、新たに進めてまいりたいと思いま

す。木村委員、どうぞよろしくお願いいたします。それでは、早速議題に入らせていただ

きたいと思います。皆様には、包括的な性教育のことについて、意見を求めさせていた

だきました。まず、包括的な性教育についてということで、事務局から簡単に趣旨などの

ご説明をお願いしたいと思います。 

〇事務局（濱野） 資料の１－１をご覧ください。近年、インターネットが普及し、子どもたち

の間でもスマホが多く利用されております。ＳＮＳ等を介した性犯罪被害が後を絶たな

い状況から、人権や性の多様性を含めた包括的性教育の重要性が高まっております。

本市としましても、この後議題になっております「困難な問題を抱える女性への支援に関

する法律」に基づく市の基本計画の中にも包括的性教育を検討しているところでござい

ますので、皆様のご意見を伺いました。また、先ほど通って来られたと思いますが、本庁

舎の５階には多くの中学生や高校生が学習室に来庁していることから、このスペースに

性の悩みなどを気軽に相談できるユースクリニックのような相談ステーションを設置して

ほしいというご要望をいただいております。その場合の中学生や高校生の利用想定や、

メリット・デメリットについてのご意見をお伺いしたところでございます。市としましては、

今回の事業の方向性などの検討にはまだ至っていない状況でございます。包括的性教

育自体があまり知られてないところもありますので、こちらの方に定義を書かせていた

だき、参考としまして、さいたま市と立川市の男女共同参画情報誌の中に包括的性教育

について記載がありましたので、そちらを添付させていただきました。以上でございま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

〇鈴木会長 ありがとうございます。私は会長ですので、なかなかこういった意見は出さな

いようにしているのですけれども、皆様のご意見を公平にというのでしょうか、取り扱っ
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ていきたいと思っていますので、意見は出させていただいておりませんけれども、今回

皆様にお問いかけ申し上げました包括的性教育、資料としていただいた、さいたま市の

「夢」という冊子にこの辺りのところが、かなり分かりやすく書かれていて、いわゆるこれ

までの性教育だけではなく、その先にあるものということで知識の教育だけでなく性交、

避妊、ジェンダー、人権、多様性、人間関係、性暴力の防止なども含めた包括的なコンプ

リヘンシブな性教育ということで、ユネスコでも国際セクシュアリティ教育ガイダンスが

あるということで、８つのものがあるというのも出てきたかなと思っております。この中に

は、８のキーコンセプトというようなものが書かれております。私も、今回これが議題にな

るということでいろいろ調べてみましたけれど、まだまだ自治体レベルでの取組というの

は少ないようであります。そういった中で、藤沢市が、この次の議題のところにも出てお

ります新しい取組をしていく中で「困難な問題を抱える女性への支援に関する法律」の

基本計画に関わるところとして、この包括的な性教育の検討ということで、特にここは人

権に関する協議会でありますので、人権の視点からどうだろうかというようなこと、また

それのみならず各委員の包括的性教育についてのお考えをお聞きしたいということであ

りました。ここは、本当にさまざまな人権という切り口で、いろいろな分野の皆様の得意

分野といいましょうか、特に強い部分というのがあるということですので、そういった立

場からも、お聞きしたいということで意見を求め、今回集約表をいただいたわけでありま

す。今回の進め方なのですけれども、まずはこの意見集約表に基づきまして、各委員か

ら、必要であれば補足なども加えていただきながら意見をお知らせいただければという

ふうに思います。大きく１番の包括的性教育と、それから2番の相談室のお話なのですけ

れども、別々にお聞きした方がいいかなと思っていますので、まずは１番の包括的性教

育について、順番に各委員のご意見を読み上げていただいても結構ですし、あるいはこ

こにさらに付け加えながら、お話しいただいても結構でございますけれども、皆さんの意

見を伺うという時間を最初に取っていきたいと思います。包括的性教育について順番に

意見をお話しいただければと思います。入沢委員お願いいたします。 

〇入沢委員 私自身は大変お恥ずかしながら包括的性教育という言葉について、今回の

議題をいただいて、ほぼ初めて、状況をお調べし、にわかながら知識を得たというところ

でございます。その段階ではありますけれども、思ったことを書かせていただきました。

これまでの性教育は、身を守るとか何をしてはいけないとか、非常に守りの要素が強

い、またどちらかというと性行動の出口論的立場に立つものが多い印象を受けていま

す。しかしこの包括的性教育というのは、そうではなくて、人権に寄って立ち、人権ベー

スだからこそ誰にでも関係する、全員に関わることだという思想の教育であり、「誰にで

も関係する」という点がとてもいいと思いました。しかし一方で、私自身に耳馴染みがな
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かったのと同様、包括的性教育という存在がどれだけ普及しているのか、言葉、そして

その理解は、まだまだだと感じています。そのような現状で、これを学校教育で行うこと

を想定すると、現場任せにするのは、教育内容の質、統一性の観点から、難しいと思い

ます。しかるべきオーソリティから基本カリキュラムのようなお示しがあった方がよいと考

えます。また、国際セクシュアリティ教育ガイダンスによると、年代ごとにディスカッション

を重ねていくという進め方の指針がありましたが、日本は教育におけるディスカッション

文化が、まだ成熟していません。そのような中で、さらに扱うテーマが難しいとなると、日

本に合った手法を探すべきだと思います。感想が多くなりましたが、以上でございます。 

〇鈴木会長 ありがとうございます。では、続きまして須田委員からお話いただければと思

います。 

〇須田委員 本当に難しくて、今回、一生懸命インターネットで包括的性教育とは何だろう

と思って調べました。自分が育ったときのことを考えながら、思ったのですけれど、子ども

たちに教育という前に、やはり学校の先生や大人に対する教育の方が必要なのではな

いかなとすごく感じました。私は子どもの頃に自分が嫌なことは人にはしないようにと親

に育てられて今まで来たのですけれど、それだけでは駄目なのだなと今回、ネットで調べ

ながら、こういうことも必要なのだということを改めて感じました。ならば子どもに教育を

すると同時に、先生も親も地域も全体が学ばないと駄目なのではないかなと感じて、こ

ういうふうな形で書かせていただきました。以上です。 

〇鈴木会長 ありがとうございます。では、続きまして、深田委員、お願い申し上げます。 

〇深田委員 包括的性教育を推進していくことには、賛成です。ただ、一番重要になる学校

教育の現場で、包括的性教育というのを実施していくには、文部科学省が従来の方針

を変え、指導要領等を変えないと、なかなか実現が難しいというふうに思います。ですけ

れども、教育委員会が独自の形で何か考えるということは、あり得るかなと思っていま

す。一つの例ですけれども、逗子市では毎年中学２年生を対象に、さまざまな人権をテ

ーマにしたパンフレットを作成して、配布するという取組をもう何年も続けてきています。

そういう形で教育委員会としてできることは、何かあるのかなとは思います。一方で、市

長部局として、包括的性教育に関して具体的にどういう取組ができるのか、どういう取

組を考えてらっしゃるかというのは、お聞きしたいなと思っています。それからもう１つ、

今回、日本財団の有識者会議の提言書というのが、このいただいた資料にあがってい

て、ネットで検索して見てみたのですが、この有識者会議の名称は、「性と妊娠にまつわ

る有識者会議」という名称なのです。ざっと読んだ感じでは、性の多様性に関する部分

が全く書いていないわけではないのですけれども、少し弱いかなと思ったことがひとつ。

それから、日本財団はあくまでも一民間団体でありますから、もし基盤に考えるのであ
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れば、先ほど会長もおっしゃった、国連機関がいくつか関わっているようですので、ユネ

スコが出している国際セクシュアリティ教育ガイダンスを基にした方がいいのではない

かなと思いました。以上です。 

〇鈴木会長 ありがとうございます。では、続きまして、鳥海委員、お願いいたします。 

〇鳥海委員 個人的な私の話になってしまうのですけれど、この夏に孫たちとプールに行き

ました。孫たちが水着を着替えるときに、「わー、プライベートゾーンが。」と言ったのです

ね。「プライベートゾーンっていう言葉知っているの。」と孫たちに聞いたら「知っている

よ」と言うから、「何？」と言ったら「胸とお尻と性器と口のことをプライベートゾーンって

言って、これは人に見せたり触らせてもいけないし、逆に自分も人のものを見たり触った

りしちゃいけないんだよ。」と４歳の孫が説明できたのです。すごくびっくりしてしまって、

それで私はプライベートゾーンをパソコンで検索して初めて、この包括的性教育にたどり

着いたのですけれども、本当に、孫から教えてもらった恥ずかしい感じですけれど、性教

育というものは、今やこんなに小さい子たちから始まっているのだということに気づかさ

れました。それと同時に、最近、低年齢の子どもたちが性被害に遭う事件とか多いので、

保育園や幼稚園などの教育現場で、小さいうちから性教育をきちんと取り組んでくれて

いるのだなということに感心しております。それと同時に、私たち大人も「性教育なんて

今さら」なんていう人が、たぶん私の周りでは結構いると思うのですけれど、そうではな

くて、「性教育はこんなにも変わってきている、多様性がある。」ということを理解しなくて

はいけないと気づかされました。子どもがきちんと性教育を受ける権利は、基本的人権

の１つとされています。まさに包括的性教育イコール人権教育だなと私は気づきました。

以上です。 

〇鈴木会長 ありがとうございます。では、続きまして、星野委員、お願い申し上げます。 

〇星野委員 子どもたちがＳＮＳなどで性犯罪に巻き込まれています。多くは女性の被害者

が多いかなと思うのですけれども、男性の被害者もいるということを知っていただけれ

ばと思います。昨年、ジャニーズ性加害問題が公になってきましたけれども、男性の被害

者も昔からいました。私の施設は１７年前にオープンしましたけれども、その当時から、中

高生が大人の男性から誘惑され、望まない性交渉を持ってしまったり、中学生が１回３万

円とかもらって援助交際し、性感染症に感染したりというのがありました。そういう問題

を警察が取り締まっていますけれど、補導されると親に伝えてしまう。そこで、望まない

カミングアウトということで、自分がゲイだということがばれてしまい、親との関係がうま

くいかず、夜遅くまで街をたむろして、また別な事件に巻き込まれるというような問題が

ありますので、性別、性的指向、性自認に関わらずすべての人が平等に包括的性教育

の情報を得て、相談できる場所もきちんと作っていただければと思っております。 
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〇鈴木会長 ありがとうございます。続きまして、木村委員、お願い申し上げます。 

〇木村委員 私も今回こちらに参加させていただいて資料いただいたときに、初めてその

包括的性教育という言葉を耳にしました。ネットで検索をさせていただいて、自分自身

が子どもの頃の性教育とは全く違うということを感じました。「男性はこうです。女性はこ

うです。」と体の特徴を学んでいたのが性教育で、そうではないのだなというのに、ある

意味カルチャーショックというか、今はここまで進んでいるのだということを感じました。

先ほどのお孫さんからのプライベートゾーンというお話もありましたが、小さい女の子、

男の子が、自分がされていることがおかしいのだということに気づけなかったり、大人の

悪い誘惑にはまってしまったりというところは、大人が発信をしていかないと守ってあげ

られないのだなと痛感したというのが私の感想になります。以上です。 

〇鈴木会長 ありがとうございます。続きまして、ポッチャニー委員、お願いいたします。 

〇ポッチャニー委員 包括的性教育はとても難しいです。私も初めて聞きました。私の感想

を言うと、日本とタイはそんなに変わらないです。やはり、性の話はタブーというか、話さ

ない方が良いとされている。話さないことが良い女性であり、良い男性である。たぶん日

本の学校では体の特徴、どうやって人は生まれるか、どうやって自分を病気から守れる

かという教育しかしなかった。今回、課題をもらってネット検索をしたら、タイでは国際セ

クシュアリティ教育ガイダンスに沿って細かくたくさん項目が書いてありました。タイで

は、昔は社会的にカミングアウトがしにくかった。私が１０代のときに、カミングアウトが流

行ったというか、これから生きていくのに「自分の性はこれだ」と言ってもいいのではな

いかという大人が出てきて、カミングアウトはしやすくなってきました。今のタイは、ＬＧＢ

Ｔの天国と言われていて、ＬＧＢＴの方が海外から結構来ます。同性婚の法律も今年でき

るそうです。タイでは性教育も進んでいるのです。子どもたちは小さい頃からインターネ

ットが使えるため、ＳＮＳによる性被害者が出ているので、やはりこういう教育は必要で

はないかと思います。以上です。 

〇鈴木会長 ありがとうございます。続けて、都委員、お願い申し上げます。 

〇都委員 私の方からは、情報提供みたいな形になるかもしれませんが、県の教育委員会

の方では、発達段階に応じて、命を大切にするということ、それから加害者にならない、

被害者にならない、傍観者にならないための命の安全教育というものを推進しておりま

す。皆様が今おっしゃられたように、人権教育それから防犯教育、情報教育、性に関する

教育の４つの視点から、今まで学校でやっていたことも含めて、各校で実施していくよう

な取組をしております。私がいる教育事務所でも、今年度研修会の中で、命と性に関す

る正しい理解ということで、湘三管内7市町の全小・中学校の先生に来ていただきまして

包括的性教育について、上田先生からご講演をいただきました。先生方の中にも「包括
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的性教育って何ですか」というようなお話もありましたので、人権的な視点も含めて具

体的に知っていただく機会になったかなと思います。委員会の方で令和４年３月に、性に

関する指導の手引きということで出させていただいております。実はこれは前回が平成１

６年に出していたもので、それを改定したというものになっております。幼稚園から高等

学校までということで、発達段階に応じて、どういう指導をしていけばいいかというよう

なところで取り上げております。実際に指導案的なものもつけていきながら、事業の中で

取り組めるものということでお示しをしております。ただ、こちらの周知はしているのです

が、なかなかまだ広がっていかないところがありまして、委員会としても、そのあたりは課

題だなというふうに感じております。何か良い周知の仕方があれば教えていただきたい

なと思います。以上です。 

〇鈴木会長 ありがとうございます。では、岸本委員、お願い申し上げます。 

〇岸本委員 包括的性教育についての意見を書いてと言われて、正直面食らってしまいま

した。それは問いに対しての非難ということではなくて、自分がそれを言葉として因数分

解して、きちんと語れるだけの知識がないということを改めて認識をさせられたというこ

とです。 

どうしようか考えたところなのですけれども、自分の中では２つの場面で意見をしようと

思いました。 

１つ目が、おそらく、藤沢市として包括的性教育の導入を検討しているということだろうと

想定し、それについて、どう考えるかということ。 

もう１つがやはり、包括的性教育は字面と名称を耳に入ってくる音としても非常にわかり

づらいので、その部分についてどう考えるかということです。 

１つ目については、性教育というのは本来、生命に関わる重要なことではありますし、子

孫を残していくという行為でもありながら、コミュニケーションというような面もあったり

とか、人権・価値観・文化いろいろなところに携わる大事な事柄でありながら、親として自

分を振り返ったときには、子に直接教えることがとてもやりづらいという気持ちを持って

しまいます。ですから、家庭の外のいろいろな場面で良質かつ適切な教育をしていただ

けるような機会を設けていただけるということであれば、もうこれは大賛成だなと思って

います。そうすると、先ほど深田委員もおっしゃられたように、結局導入についてどうする

かの意見を言うためには、どういうことを検討しているのかということをもう少し具体的

なものに落とし込んでいただく必要があります。抽象的に言えば、国際標準に準拠し、国

際的に求められている水準で導入していただくことを希望します。 

２つ目の名称については、わかりやすく、伝わりやすく、言いやすくするために、「包括的

性教育」という言葉も別の言い換えが必要ではないかと考えました。「包括的性教育」と
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聞いて、８つのキーワードがパッと浮かぶのであればいいですが、皆さんの中に「包括的

性教育とは」という定義の共通認識がないのであれば、難しい言葉を使っているだけ

で、皆さんの頭の中に「？？」が浮かぶだけになってしまいます。包括的性教育という言

葉は、ある１団体が提唱した呼び方で、今は、みんながその用語に乗っかって使用し始め

たところなのだろうと思いますが、未だに世間に浸透していないのだとすれば、むしろ藤

沢市の方から、国際標準に準拠した性教育、包括的な性教育をやっていく名称も新たに

作って、世間にアピールしていくほうがよいのではないかなと思いました。 

では、どんな名称にするべきか、自分なりに少し考えたのが、例えば「いのちと性の学び」

を導入しますというような言い方です。人権とか命に関わる広いことと、性に勉強もする

ものなのだなということが伝わるかなと思い、例にあげてみたのですけれども、もっと伝

わりやすく、言いやすく、わかりやすい名称が、皆さんのお知恵の中で考えれば出てくる

のではないかなと思います。 

「包括的性教育」という言葉にこだわらずに、わかりやすく、伝わりやすく、言いやすい用

語をむしろ作り上げて発信してほしいなという意見でございます。以上です。 

〇鈴木会長 ありがとうございます。続いて、萩原委員から、お願いしたいと思います。 

〇萩原委員 今回、自分も包括的性教育というのを初めて聞いた中で、少し調べたりしな

がら、２つキーワードがあると思いました。資料１－１にも書いてあるとおり、ＳＮＳを通じ

た性犯罪の防止というところと、人権や性の多様性というところは、包括的性教育にお

いて１つ重要なところなのかなと思っています。例えば、ＳＮＳを通じた性犯罪であったり

とか、人権や性の多様性というのは、当事者でないとあまり意識をしない部分でもある

のかなと思っていて、性犯罪にあう危険性があった人や実際にあわれた方であったり、

性的マイノリティの方であったりすると、この問題というのはすごく深く考える方が多い

のかなと思うのですが、日々生活していく中で、全員が全員、こういう問題を深く考えて

いるかというと、そうでもないのかなと思っています。そういう意識の中でやはり生活し

ていると、偏見や自分で考えることが少ない分、そういう人たちに対しての勝手な思い

込みみたいなものが出てきてしまうのかなと思うので、自分としては、その正しい性知

識、性知識といっても包括的性教育にあるような幅広い性というものを基準として、そこ

から出てくるいろいろな問題についても、知識を正しくつけることを前提とした上で、ここ

で言われているインターネットを用いた性犯罪などの具体例をあげながら、学ぶ側が主

体的に取り組めるような、自分事として考えられるような学び方ができれば、包括的性

教育というものが浸透していくのではないかなと感じました。以上です。 

〇鈴木会長 ありがとうございます。続いて、森岡委員、お願い申し上げます。 
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〇森岡委員 資料１－１で包括的性教育という紹介文書があって、日本財団が定義した内

容は非常にわかりにくいなと思いました。もっとわかりやすくできないかなと思いつつ、

資料を読み込むと、添付されている「夢」という冊子に高橋幸子さんが投稿されていた

表現がとてもよくわかりまして、彼女的にもこれがストンと落ちたと言っているのが、先進

国では性的同意や性の多様性などの人権教育が１つ、もう１つは途上国での避妊や性感

染症などの貧困対策で、包括的というと、漠然と１番の方が優先されて語られているの

ではなかろうかと思います。幅広い意味での性教育というのは、いいと思うのですけれ

ども、私個人的に前から気にしているのは、私が子どもの頃は性に対する関心は、１０代

はそのことばかり考えていた時期もあって、限られた雑誌媒体でドキドキしていたのを

比べると、今はものすごい情報量がネットに出ていて、「こんなのが出ていていいの」と

いうのがたくさんあるのです。正しい情報もそうでない情報もイリーガルなものもいろい

ろあって、そういうところで性に対する歪んだ情報で、避妊への無知、望まない妊娠から

シングルマザーや貧困の連鎖の温床というのが私の社会的な課題意識があって、確か

に人権教育はもちろん必要なのだけれども、まずは性に対する正しい理解が進むように

してほしいと思います。高橋さんの記事の右下の方に、学習指導要領では小４で月経と

射精、小５でヒトの誕生、小６で、中３で…と言いながら、しかし「性交については扱わな

いという歯止め規定がある」と書いてあるのです。「性交については扱わない歯止め規

定。いや、そこが大切でしょう」と僕は思うのですけれども、誰もが語りたくないところな

のだけれども、誰かが言わなくてはいけない、でもそれを語らないから、望まない妊娠だ

とかシングルマザーが出て、子どもを育てられない、生活保護になる負の連鎖、貧困の

連鎖というふうに私は認識していまして、概念的な人権教育は確かに必要だし、普及す

べきなのですが、非常に身近な語りにくいところを包括的という言葉で何となくオブラー

トで包んで、肝心なところを歯止め規定の中で先送りすると、問題が解決されていかな

い懸念を私は感じました。以上です。 

〇鈴木会長 ありがとうございます。今、紙でいただいた委員の皆様からのご意見を披露

いただきましたけれども、もし差し支えなければ、宮城委員からも口頭でご意見を頂戴

できればと思います。お願い申し上げます。 

〇宮城委員 私自身、包括的性教育は初めて聞く言葉でした。やはり知っておいた方がい

いし、また知らずに悩んでしまう子もいるのだと思っておりまして、先生たちに負担はか

かってしまうかもしれませんが、可能なら義務教育までにそれぞれの発達・成長に応じ

て丁寧に指導していただけるのが望ましい事項だと認識しました。また、どなたかのご意

見にもありましたが、どの世代であっても、一定程度の意識をあらゆる国民に醸成させ

るということも必要だと思いました。以上でございます。 
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〇鈴木会長 ありがとうございます。皆さんお忙しい中、いろいろなことをネットで調べなが

ら、今回のことを考えてくださったとお話の中で端々に出てまいりましたけれども、かなり

いろいろなお考えが出てきたなと思います。今、皆さんのご意見をお聞きになって、何か

お感じになったこと、あるいはさらに付け加えたいことがあれば、承りたいと思いますが

いかがでしょうか。私はメモを取りながら、各委員の皆様の発表を聞かせていただいた

のですけれど、７つぐらいにまとめられるのかなと思って、皆さんの意見をおさらいさせ

ていただきたいと思います。まず１つ目は、今回私も含めて１３人の委員が、誰もこの包

括的な性教育について反対の立場の人はいなかったということが確認されました。とい

うことですから、この包括的性教育についての必要性はすべての委員の皆さんが同意

するところなのだということが確認できたと思っています。その意味で言うと、やはり進

めていかなくてはいけないのでしょう。２つ目は、私もそうですが、多くの委員が戸惑っ

たのはこの言葉そのものです。包括的性教育という言葉自体が、まだ一般化していない

中で、「包括的性教育って一体なんだろう」と皆さんネットで検索してみたのではないか

なと思います。その意味で言うと、わかりやすさの部分で大きな課題があるように思われ

ました。私も含めて、多くの委員の皆さんがご存知なかったわけですが、そこで岸本委員

からは非常に前向きなご意見で、もう一歩進めて、言葉として藤沢らしいものがあった

方がいいのではないかということで、例えば「いのちと性の学び」というようなものもご提

案いただいたところであります。そして、包括的性教育については、子どもから大人ま

で、すべての人に関わるものだというものも確認されたと思います。未成年者を対象とし

た従来型の性教育ではなくて、子どもから大人まで、そしてもっと広がりを持たせて言え

ば、星野委員がおっしゃっていた、性的指向や性自認の多様性も含めて、あらゆる人た

ちにとって関わるものであるということが出てきたかなと思っています。そして４つ目で

すが、土台となるものとして、多くの委員の皆さんがユネスコの作成されました「国際セ

クシュアリティ教育ガイダンス」の８つのキーコンセプトはやはり大事なのではないかとい

うところがありました。頂戴した資料なども拝見しますと、世界の性教育の１つの土台に

なっているものが、日本ではまだ導入には至ってないというのが、少しどうかなというと

ころが感じられるところでございました。５つ目は、教育のところで深田委員からご提言

いただきましたけれども、学校教育がやはり包括的性教育を普及していくためには、１つ

の大きなファクターになってくる。しかし、学校教育は、国としての方向性というものがあ

りますから、この包括的性教育について、今の政治状況の中でどれぐらいの議員の皆さ

んが理解してくださるのであろうかというのは、ちょっと微妙な気がします。例えば、異性

婚それから夫婦別姓についても、多様な意見がある中では、これがどういうふうに国の

教育方針の中に入るかと言われると、相当時間がかかるのではないかなと個人の責任
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で思った次第です。だからこそ、教育のラインで言えば、国という１つ大きな土台がありま

すが、都委員から神奈川県では１つ進んだ取組として「生命（いのち）の安全教育」、性に

関する指導の手引きという形でも、かなり教育での取組を進める。こういったところで

も、「生命の安全教育」という言葉も提言いただきましたが、こういったことも踏まえなが

ら、最終的には、藤沢らしい包括的性教育のあり方を考えていくべきなのではないかと

いうふうに、私は整理をさせていただきました。そして６つ目のところでは、包括的性教

育について広めていく、進めていく、学んでいく、この辺りのところでは、入沢委員も萩

原委員もおっしゃっていましたが、対話・ディスカッションが大事になってくる。上から「こ

うだ」ではなくて、みんながともに学び合っていくというスタンスが大事になってくるのだ

ということもご意見としてあったと思います。最後になりますけれども、包括的性教育イ

コール人権教育というのは、鳥海委員がおっしゃっていただいた一言でありますけれど

も、まさにそういう視点で藤沢では進めていただくのがいいのではないかというのは、こ

のふじさわ人権協議会としての意見といいましょうか、締めの言葉にしたいなと思って拝

見させていただいたところです。今私は勝手に皆さんの意見を端折るような形で、７点ほ

どまとめさせていただきましたけれど、さらにまだまだ皆さんからご意見あれば承りたい

と思いますがいかがでしょうか。このような意見が皆さんから出たということで、ひとまず

まとめさせていただきまして、そしてこれを先ほどの資料１－１にありました「困難な問題

を抱える女性への支援に関する法律」についての基本計画に活かしていただきたいと思

います。 

（須田委員挙手） 

〇鈴木会長 須田委員、お願いします。 

〇須田委員 藤沢市のいろいろな施策をどのような形で広めていくかというのが大事だと

思います。一般の人が知らないことが多すぎるのですよね。興味のある人だけしか知ら

ないとか。先ほど、平成１６年から教育委員会ではこういうことをやっていましたとおっし

ゃっていたのですが、無関心な人とか、犯罪やいろいろな形で困っている人は、それを

知らないから、どこに訴えていいかわからないから困っている人が多いのです。先日も1

点申し上げましたが、もう１点、市町村でできている包括事業というものがあるのですけ

れど、誰も知らないのですよ。市は施策をどういう形で市民にＰＲするのかということが、

すごく大事なのではないかと思うのです。ＰＲの仕方をもっと考えてほしいと思います。

ただ広報に出しましたというのだと、広報を見ない人は知らない。知らないことが多すぎ

るのです。だから、「こういうことをやります。」とか「こんなことどうでしょう。」という意見

の求め方もそこの１つに考えていただきたいなという希望です。 
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〇鈴木会長 ありがとうございます。今、須田委員がおっしゃったことは、先ほどの資料１－

１にあります「困難な問題を抱える女性への支援に関する法律」に基づく基本計画の中

にこれが入っていくとするのであれば、市としてこれを進めていく、施策になる。そうする

と、これをどういうふうな形で広めていくのか、どう伝えるのか、どこに繋がって必要なと

きに繋がっていけば良いのかというところは、例えば「仏作って魂入れず」ではないです

けれども、枠組みは良いものができたけれども、実際は中身がスカスカあるいは市民の

方にとっては他人事ということでは、全くナンセンスな話です。そのあたりを市民が我が

事として捉えられるような広め方、もしかするとこれも対話・ディスカッションということ

かもしれませんけれども、広め方も大事だなということを確認できたかと思います。あり

がとうございます。他に皆さんからどうでしょうか。おおよそよろしいでしょうか。では１つ

目の包括的性教育については、かなり難題でありましたけれども、皆さんお力で意見を

まとめることができました。お礼申し上げます。では今一度、意見集約表に戻りまして、今

度はより具体的な取組ということでのお諮りがございました。性への悩みなどを気軽に

相談できる場を市役所５階の会議室に設けた場合、中学生・高校生の利用想定やメリッ

ト・デメリットについてということでの問いかけということです。入沢委員から順番に、簡

単にご意見を伺うことができればと思います。よろしくお願いします。 

〇入沢委員 気軽に相談できる場のメリット・デメリットということでございますが、メリット

はやはり、サードプレイスであるという場所的、環境的な特異性かと思います。家庭や学

校など、多くの関係・しがらみから切り離されているからこそ本音で、気軽に話せること

もあります。サードプレイスという点は大きなメリットです。次に、デメリットといいます

か、懸念いたしましたのは、市役所は誰でもが利用ができる公共の場です。プライバシ

ーへの配慮をどうするかは気になります。オンラインを併設する等のやり方もあると考え

ました。また内容によってはその先の専門家への引継も必要なこともあると思います。２

次対応の連携体制も整える必要があると思いました。最後に、これはシンプルなご提案

ですが、対象と考えていらっしゃる中高生の方々に、どういうものが必要か聞いてみて

はどうでしょうか？以上でございます。 

〇鈴木会長 ありがとうございます。続きまして、須田委員、お願いいたします。 

〇須田委員 私は以前北部の外れの方に住んでいたのですね。そのようなところから市役

所まで来るのだろうかと思うのと、開催する時間帯が放課後なのか、何時までなのかな

と思ったり、既に学校にスクールカウンセラーの方はいらっしゃると思うのですけど、そこ

でも話せない人が来るのだろうな、そうすると、本当に専門職でないとかなり難しいのか

なと思ったり、やはり知られたくないから悩むのであって、そういうスペースをどのような

形で設置できるのかなと考えたり、そんなことを思いながら提案させてもらいました。本



13 

 

当に北部の方から来ると、やはり時間的に藤沢市役所までというと、なかなか難しいの

ですよね。学校にも行かれない子もいると思うので、そういう本当に必要な人が利用で

きるようなところを作ってほしいなと思いました。以上です。 

〇鈴木会長 ありがとうございます。続いて、深田委員、お願いします。 

〇深田委員 相談窓口を設けるということ自体は良いのではないかと思います。試験的に

運用してみないとわからないということもあると思うので。ただ、他の委員の皆さんの意

見の中にもありますけれども、プライバシーを守るためにどういう形で相談窓口コーナー

を設置するかということに非常に配慮する必要があるということが１つと、それから相談

員の方の専門性とか経験というのも大事なのですけれども、地域性から切り離すという

ことも必要かなと思います。相談に行ってみたら、小学校のときの担任の先生だったと

か、あるいは近所に住んでいる人だったとかということになると、非常に相談しにくくなる

と思いますので、そういうことを考える必要もあるかなと思います。それから、神奈川人

権センターでは、ＤＶに悩む男性のための電話相談というのを今年で１３年目に入るので

すが、週１回だけですが実施しています。その時に注意していることは、相談員を２人体

制にするということです。直接面談するということになると、本当は相手が１人の方が話

しやすいのかもしれませんが、そういう閉じられた空間の中で話をするときには、やはり

２人体制で実施するのがいいのかなと思います。それからもう１つは、他の委員の方々

が言われているＳＮＳや電話は顔を合わせることがなくハードルが低いので、そこで相談

をして、それから面談の日時を予約するというような形のやり方もあると思います。そう

すれば、その段階で相手の方はどういうことで相談したいのかというのがあらかじめわ

かりますので、どういう専門性を持った人に相談員として来てもらうかということもわか

りますので、そういう２段構えがあるかなと思います。以上です。 

〇鈴木会長 ありがとうございます。続いて、鳥海委員、お願いいたします。 

〇鳥海委員 相談する窓口を設けてほしいという声が上がっているならば、私も賛成で

す。ただし中学生・高校生と特定せず、性の悩みというのは、今はもう小学生からあると

思うのです。なので、小学生、例えば１０代を対象にするとか。中学生・高校生と特定して

しまうと、ここにも書きましたけれど、高校中退とか学校には行っていない人は相談でき

ないのかなと思ってしまうので、ネーミングするのが難しいかなと思いますけれど、どち

らにせよ、より多くの若者が相談しやすい状況になってほしいと思います。私は人権擁

護委員として、横浜法務局と辻堂にある法務局、藤沢市役所の３ヶ所で人権相談の相談

員をしていますけれど、その経験から言わせていただくと、電話相談だと言い方が悪い

のですが、冷やかしが多いです。対面だと、本当に困っているというのが身をもって感じ

て取られます。ＳＮＳとか電話相談の方がハードルが低いというのはわかりますけれど
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も、なおかつ性の悩みというと、私の勝手な想像なのですけれど、やはり冷やかしが増え

てくるのではないかなと予想してしまいます。ですので、その辺は慎重に考えた方がい

いと思います。性の悩みで相談員の先生と顔を合わせるのは嫌だと言ったら、パーテー

ションで仕切るなどという工夫もあると思うのですね。より多くの若者たちが相談しやす

い環境づくり、これが大きなキーワードになってくると思います。私からは以上です。 

〇鈴木会長 ありがとうございます。では、星野委員からもお願いしたいと思います。 

〇星野委員 多くの人に情報を届けるという意味ではいいかなと思うのですけれども、た

だ、私が懸念しているのは、性教育というと古い考えで避妊とかをイメージする人が多

いかなと思います。２０年前に性教育バッシングというのがありまして、大変問題になり

ました。そういうことがあると、また昔に戻ってしまうかなと思うので、ここは慎重に行う

必要があるかなと思います。それから、包括的性教育がどういう人を対象にしているか

を考えてやった方がいいかなと思っております。新宿のトー横とかに来るような人を対象

にするのでしたら、こういうところは難しいかなと思います。他の自治体が実施している

ものを見ましたら、「まちの保健室」という名称で商店街に設けている自治体もありまし

たし、訪問看護ステーションで実施している自治体もありました。 

〇鈴木会長 ありがとうございます。木村委員、お願いいたします。 

〇木村委員 相談室を設けることは、非常に良いと思います。ただ、年代的に若い方が多く

なるので、周知をどうしていくかというのが１つ課題かなと思いました。私は娘がいるの

ですけれど、電話をすごく嫌がるのですね。例えば、塾に今日は体調不良だからお休み

をするとか、面談の日程を変更するということを、電話１本すればいいだけなのですけれ

ど、電話するのだったら直接先生に言いに行くというふうにするので、最近の子にとって

電話はすごくハードルが高いのだというのが意外でした。そういった形にするのであれ

ば、先ほど委員のお話にもありましたが、第２段階で、まずはＳＮＳというところから切り

口を低めにしておいて、緊急性が高いことは大人が判断してあげて、実際にちょっと来て

みない、みたいな形で持っていくのがスムーズなのかなというふうに感じました。以上で

す。 

〇鈴木会長 ありがとうございます。では、続きまして、ポッチャニー委員、お願いいたしま

す。 

〇ポッチャニー委員 私にも高校生の息子がいて、相談スペースのことを話したら、「行か

ない」と言われてしまいました。相談スペースは、作った方がいいと思います。ですが、相

談スペースに来るのにハードルが高くて、同じ世代の人に見られたら嫌だという理由で

相談に来られない人が多いと思います。先ほど深田委員がおっしゃっていたのと同意見

で、相談員と二人きりというのは良くないと思います。顔を合わせるのも嫌だという人も
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いると思うし、なかなか難しいですね。もう１人看護師のように入ってもらい聞いてもらう

とか、いろいろ考えたらなかなか難しいです。でも、まずはやってみるのがいいと思いま

す。やってみて、対面がいいか、ＳＮＳがいいか、電話がいいか、タイの場合は電話相談

がすごく多いです。電話相談は午後５時から午後１１時までで、たくさんの若者から相談

があり、電話対応は看護師が行うらしいです。誰にも言えないから電話することは良い

と思うし、バレンタインの頃が相談が多いとか、結構わかるみたいです。でも日本の子ど

もたちが電話をするかどうかは、難しいですね。よくわかりません。以上です。 

〇鈴木会長 ありがとうございます。続きまして、都委員、お願いいたします。 

〇都委員 居場所があればあるほど、子どもたちにとってはいいのかなと感じています。先

生以外にも話ができる人がいるということは、重要かなと思いました。ただ、皆さんがお

っしゃっていたように、設置の仕方がきちんとしたものだと、やはりハードルが高くなって

しまうのかなと思います。ただ、それが緩やかでフラットになってしまうと、プライバシーの

配慮などが欠けてくるのかなと思いました。それから、先ほどもお話にあったかと思うの

ですが、藤沢市は大きなまちなので、市役所に設置することで、本当に北部の中高生な

どは利用するのかなと思います。先ほどの話にもあったように、私自身は自分の近くのコ

ミュニティにあるからこそ、いろいろなことが話せるのかなと思ったのですけれど、近くに

あるからこそ、知られると困るというようなお話もあったので、なるほどなと思いながらお

話を聞かせてもらいました。設置した後に、どのように子どもたちに周知していくのかと

いうところも課題にあるのかなと思いました。以上です。 

〇鈴木会長 ありがとうございます。続きまして、岸本委員からお願い申し上げます。 

〇岸本委員 そういうお声が当事者になり得る方から求められているのであれば、導入自

体は賛成をいたします。ただ、その要望が本当に当事者から来ているのかが最初にまず

疑問に思いました。 

私の職場の職員が、ちょうど同年代の子どもたちの親でしたので、この話を聞いてみた

のですけれど、もう第一声は「行かない、行かない。直接行くとしたら、よほど悩みを抱え

ているときかもしれないけれども、たぶん抱えていたら外に出るというのも辛くなってい

るかもしれないし、あそこにブースがあるから行きたいなとなるのは、考えにくい」といっ

たような感想でした。 

需要を読み間違えて、箱を作ってしまったときに、撤退もかえって難しくなることもある

でしょうし、撤退したらしたで、そういうブースを作ったのに撤退しましたという事実が世

間にマイナスのイメージで発信されてしまうことを懸念しております。 

一方で、実際にそういう場が本当に求められているということであれば、そういう需要を

どうやって利用に結びつけていくかという仕組みを考えていくというところが必要かなと
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思いました。それが先ほど木村委員やポッチャニー委員もおっしゃっていましたけれど

も、世代によってハードルが低いアプローチというものがあるはずですので、電話やＳＮ

Ｓなどいろいろなものを用意して、もしかしたら冷やかしかもしれないけれども、そこはハ

ードルを低くいろいろなものを受け入れて、１つ１つ聞いてみて、緊急度とか悩みの深さ

とかを聞いた上で適切なところに誘導してあげるような優しいアプローチがあると素敵

だなというように思いました。 

また、どんな方が相談員として対応するのかもすごく大事だとうちの職員が言っていま

した。やはり女子であれば男性の医師とか男性の看護師には相談をしづらいということ

があったりするので、どういう方が相談員になるのかも判断要素となります。女性の医

師、女性の看護師に相談できますというようなアプローチができればいいですが、有資

格者を設置するとなるとコストもかかりますね。そういった課題を１つ１つ検討して解決策

を見出すことも必要だなと思っています。あとは先ほど星野委員からも、「まちの保健

室」というものがありますということをおっしゃっていましたが、名称も大事だと思いま

す。相談の場を作ったら、それを周知をしたい、周知をするときには、わかりやすく、伝わ

りやすく、言いやすい名称のものを作って、伝播力を高める工夫が必要です。 

その点で、「ユースクリニック」は、個人的にはわかりにくい印象です。また、「性の悩み

相談所」というと、「性」が全面に出てきて相談に行くハードルが上がってしまうようにも

思います。 

「まちの保健室」という名称は、そのバランスもすごくいいところだと思っていますが、今

後、そういう場を作るとすれば、名称にもこだわって藤沢らしいものを作っていただけれ

ばなと思いました。以上です。 

〇鈴木会長 ありがとうございます。では、萩原委員、お願いいたします。 

〇萩原委員 公的な場所である市役所という場所に関しては、安心して相談できる要素の

１つではあるとは思います。ただ来庁者が多い分、性の悩みに限定してしまうと、かえっ

て利用しづらいのではないかなとも考えています。本当は性の悩みというだけで利用し

づらい環境を取り払うべきなのかもしれないのですけれども、現状はそこを改善すると

いうよりは、名称や周知の方法というのを慎重に考えていく必要があるのかなとは思い

ます。私自身、半年ほど前まで高校生でしたので、全高校生がそう思っているかはわか

らないのですが、私が考えるのは、やはりＳＮＳというのは非常に有効な手段ではあるの

かなと思っています。先ほど木村委員からもお話がありましたが、電話は少しハードルが

高いみたいな話というのは、意外な話ではあると思うのですけれど、メールやＬＩＮＥなど

のメッセージは自分で考えて自分のタイミングで送れるので、ある意味すごく思考時間

が長くて、何度もやり直せるような要素があるのですが、電話になってしまうと対面と一
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緒で、リアルで対話をしないといけないので、そういうのが苦手な意識が最近はあるの

かなと。日常使いでメッセージアプリなどでやり取りすると、リアルタイムであったときに、

自分の言葉で説明できなくなってしまって、かえって面倒くさくなってしまうみたいなこと

もあるのかなとは思います。鳥海委員がおっしゃっていた冷やかしやいたずら的なもの

もあるのではないかという部分に関しては、ハードルを下げた分、本当は悩んでないけ

れど、いたずら的に送ってしまうという人も中にも出てくるとは思うのですけれど、１つの

対策としては、例えばフォームにして、質問数を増やしたりとか、冷やかしをするには面

倒くさいぐらいの記入事項を書いていけば、冷やかし対策も少しはできるのかなとは思

いました。以上です。 

〇鈴木会長 ありがとうございます。森岡委員、お願いいたします。 

〇森岡委員 私の視点から少し加えますと、私は辻堂神台公園の近くにある徳洲会病院の

そばに住んでいるのですけれども、必ず辻堂神台公園を通って帰るのです。そうする

と、夜遅くまで楽しく談笑している男女がたくさんいて、「君たち気をつけろよ」と少し心

配しながら通っているのですよね。このあとどこに行くのかなとか、変なとこ行くのではな

いかなとか、声はかけませんよ。一方で、今日、皆さん気付かれましたかね。「梅毒増え

ています」というポスターがあって、リテラシーがあがってないのかなと心配しています。

そんな中で、今も昔も性の悩みというのは存在していて、その解決策として、市役所５階

というのは若干飛躍しているという印象を受けました。というのは、本当にその需要があ

るのか、ビジネス的に言えば、人をそこに置いて１日はりつけるということは大変なコスト

がかかるし、空き時間や無駄時間ができる。そうなったときに、私が思ったのはビジネス

でいろいろステップがあって、まずはメールかＳＮＳかでファーストタッチがあって、それ

から電話でやり取りがあって、もっと踏み込むとオンラインで画面と声でやると、もっと踏

み込むと対面になるという。海外のやり取りはなおさらそうなのです。最後は会って話し

ましょうということになるのですけれども、ステップを踏んでいった方がいいと思います。

いきなり５階に来るとなると、初回で初めてそこから全部聞くとなると、なかなか聞く人も

大変だし、しゃべる方もつらいし、結局誰も来なくて開店休業となると、私のビジネス上

の経験からすると、提案した人に「何でそんなことをやったんだ」とか、かえって事後対応

が大変になるかなという気もします。もう少しステップバイステップになるような柔らかい

対応で、柔軟にいつでも撤退したり、いつでも拡張したりできるような、そんな考え方も

あるのではなかろうかと思いました。以上です。 

〇鈴木会長 ありがとうございます。宮城委員からも、補足がございましたらお願い申し上

げます。 
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〇宮城委員 私も家庭や学校以外にそういった相談の場があることについては賛成です

が、やはり相談者のプライバシーを保てるのかとか、カウンセラーの方のクオリティ確保

ができるのかとか、そういった点から、例えば中高生が多く集まる場所に相談できるよう

なＳＮＳのＵＲＬやＱＲコードなどを貼ったりとか配ったりとかして、最初はやはりＳＮＳが

良いのかなと思います。それで、今おっしゃられたように段階を踏んで、最終的にはプロ

の方が対面で対応という形が望ましいのかなと感じました。以上です。 

〇鈴木会長 ありがとうございます。多くの皆さんから、大変有益なお知恵をいただいたか

なというふうに思って伺っておりました。委員の皆さんのご意見をお聞きいただいた中

で、こういうのはどうだというようなご意見がありましたら、お願いいたします。 

（深田委員挙手） 

〇鈴木会長 深田委員お願いいたします。 

〇深田委員 萩原委員のお話の中で、性の悩みに限定してしまうとかえって利用しづらい

のではないかという話を聞いていて、半世紀前の自分だったらどうかなと思ったら、やは

りそうかなというふうに思います。ですから若い世代の人の悩みを聞くコーナーというこ

とにして、その中で性の悩みが出てきたときは、その専門の人に繋いでいくというように

間口を広げた方がいいのかなと思いました。５階の会議室で相談コーナーというのは、

休日もこのフロアは開いているということが前提にあるのだろうと思うのですが、少し間

口を広げた中で、若者相談みたいなことで始めるのがいいのかなと思いました。ただ、

自治体によっては既にそういう相談窓口を持っているところもあると思うのですが、藤

沢市では特に今はそういう相談窓口を持たれていないのかなというのが質問です。 

〇鈴木会長 そのあたりはどうでしょう。深田委員からのご質問で子どもたちがご相談でき

る場といいましょうか、性に限らず一般的な相談場所というのは、あったりするのです

か。 

〇事務局（濱野） 細かくまだ確認しきれてないのですけれど、子どもの人権相談というの

はもちろんあるのですが、法務局の方でもあります。藤沢市には子ども青少年部があり

ますので、さまざまな相談は受けていると思いますが、どのような周知を行って、相談を

受けているかというところまでは調べていません。 

〇深田委員 子どもの人権相談というのはそれはそれで大切だと思うのですが、人権とい

う言葉がなかなかそれ自体がハードルが高いところがあると思うので、もし子どものセク

ションの方で既に何か進めているのであれば、そこと連携しながらやっていくということ

も１つのやり方かなというふうには思います。以上です。 

〇鈴木会長 ありがとうございます。たくさんの意見が出ました。 

（岸本委員挙手） 
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〇鈴木会長 岸本委員、お願いします。 

〇岸本委員 その世代に近い萩原委員のコメントがすごく参考になりました。確かに名称の

話が深田委員から出たので、今回は私はそこにこだわっているのですけれども、「子ども

の相談室」と呼んだときに、高校生あるいは高校を卒業したぐらいの方たちは自分を「子

ども」と認識するだろうかと気になっています。かといって、お悩み相談所だと何を相談

に行っていいかわからないと、それもまた利用に結びつきにくいので、本当に名称はす

ごく難しいなというのがご意見を伺っての感想です。 

あと萩原委員の電話の分析も面白く聞いていました。発信するまでに時間をおいてとい

うことが、今の若者の得意分野なのかなと思っています。先日、中学高校の教員の先生

のお話を伺ったのですが、今教えている生徒たちの特性としては、コミュニケーション能

力が１世代前よりも少し下がっているというエピソードがとても興味深かったです。念の

ため補足すると、それは子ども達の総体的な能力が下がっているという話ではなくて、

得意不得意の凸凹のある能力の中でコミュニケーション部分が少し凹んでいるように見

えているだけで、ほかの部分では、今の子ども達のほうが昔の子ども達よりもすぐれて

いる部分はたくさんあるということではあるのですが、そのコミュニケーション能力につ

いての理由を考えてみると、昭和の世代の人たちは友人や好きな人に電話をかけようと

すると、まずその親が出るという最大のハードルを越えなければいけなかったわけです。

でも、電話という手段しかない中で、意中の人と話すためには、そのハードルを乗り越え

ないといけないわけですから、かける前にいろんなシミュレーションをしてみたり、ダイヤ

ルを回す途中で気持ちが折れて受話器を置いたり、やっと電話をしてみたけれどイレギ

ュラーな反応があったりして・・・といくつものハードルを何とか乗り越えて、ようやく話し

たい友人なり好きな人と電話ができる。そういう経験をしてくる中でコミュニケーション

能力が磨かれてきたわけですね。それが、今はもうスマホを１人１台持つ時代ですから、

電話をかければ意中の人と直接話すことができる。そういった育ってきた環境の違いに

よって、相対的に、昔の人はコミュニケーション能力に長け、今の人はスマホや電子デバ

イスを扱う能力に長けるという違いが出ているのではないかという見解です。なので、こ

ういう相談ブースを作るときにも、相談や予約ツールなどがいろいろある中で、人によっ

ても、世代によっても得意不得意があり、多様性があると思うので、悩みを広く拾えるよ

うにするためには、電話、SNS等、いろいろなツールを用意しておく方が、いろいろな方

に幅広く利用いただけるのかなと思いました。以上です。 

〇鈴木会長 ありがとうございます。他に皆様からいかがでしょうか。皆さんの意見を少し

まとめてみたいというふうに思います。まず、相談の場について基本的には何らかのも

のは必要だよねというのは緩やかに合意されている気がしますけれども、その持ち方、
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あり方は、もっと研究が必要という感じがいたしました。一般的な相談の中で受けるべき

か、それとも性というところに特化したもので受けるべきか、ハードルの高さ低さというと

ころとも関係してくるという話もあったと思います。位置づけとして、やはり相談の場は

いろいろあった方がいいでしょうし、その居場所とかサードプレイスという部分での有益

性もあるというようなお声もありました。ほかに、対象をどうすればいいのだろうかという

ことで、中・高生という言い方でいいかというところ。私も思ったのですけれど、前段で包

括的性教育で子どもから大人までと言っているわけですが、ここは本当にコンプリヘン

シブでなくていいのかというのも思いましたし、それから方法のところで、ターゲットとす

る世代に一番近い萩原委員からのご意見は本当に大きかったと思います。対面か対面

以外ではないのですね。リアルタイムか否かなのですね。そこはすごく勉強になったとこ

ろでして、方法を考えなければいけないというところがあります。それから場所ですね。

今回、市役所５階にというピンポイントでお話をいただきましたけれど、そもそもそれって

いいのでしょうかというところもいろいろな意見がありました。それから誰が聞くのかと

いうことについても、とても大事だということがありました。専門性やあるいは聞く人の

性別や、あるいは単独か複数かということもあったかと思います。そして他に配慮点とし

て、プライバシーですね。個人情報にどう配慮していくのかというのが、これは最大の所

だと思いますけれども、ありました。あとは相談を受けた後に、その先はどうなりますかと

いうことで、ここが第１次相談だとすれば、２次相談、３次相談というより高度な相談や医

療などいろいろなところに結びつけていく、そのような接続の機能もきちんと持たなくて

はいけないのではないかというお声もあったかと思います。いずれにしても、相談しやす

さ、利用しやすさを旨としてというのが、皆さんの大きな意見だったかと思います。あとは

冒頭に入沢委員がおっしゃっていただきました需要についてですね。岸本委員、森岡委

員もお話くださいましたけども、需要については、ここでターゲットにしたい中高生に聞

いてみようということが重要になってくるなというふうに思います。最後に、深田委員か

らのお話でなるほどと思いましたけれども、いろいろな相談の場がある中で、この相談

窓口はどういう位置を占めるのか。先ほど、子どもの人権相談もあるし、子ども家庭支

援の部分でもいろいろあるし、教育の中でもいろいろな相談の窓口もあるのかもしれま

せんが、その中で埋没せず必要な形でこの相談の場が残っていくにはどうすればいい

のか。お金のかかる話ですから、新規事業を立ち上げるというのはなかなか難しいと思

うのですが、そういうことを考えてくださっているのであれば、本当にこれをどう生きた

相談の場にするのかということをお考えいただきたいというのが、委員の皆さんの大き

なご意見だったかなとざっとまとめさせていただきました。ということで、市としてもお受

けとめいただければと思います。では、議題を進めさせていただきます。議題２の「困難
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な問題を抱える女性の支援に関する法律に基づく市基本計画」ということで、事務局か

らお願いします。 

〇事務局（猪野） それでは資料２－１をご覧ください。この２０２４年４月１日に「困難な問題

を抱える女性への支援に関する法律」が施行されたところでございます。この法律では、

第８条第３項におきまして、市町村は国が策定する基本方針に即し、かつ、都道府県基

本計画を勘案して、当該市町村における支援のための基本的な計画を定めるよう努め

なければならないとされております。現在、県の調査によりますと、大半の市町村は、現

在の男女共同参画計画やＤＶ計画の中に含めると回答をしているところでございます

が、本市におきましては市民意識調査を実施した上で、市の基本計画として策定を進め

させていただいているところとなっております。それでは、資料２－２の方を使いまして骨

子案の説明をさせていただきたいと思います。この計画につきましては、ふじさわジェン

ダー平等プラン２０３０～藤沢市男女共同参画計画～という男女共同参画の計画の別

冊という形で策定するものとなっておりまして、基本的にはジェンダー平等プランの周期

に合わせまして計画進捗管理を行っていきたいと考えております。今年７月末までに、藤

沢市女性の暮らしに関する市民意識調査を実施いたしまして集計を行っているところで

すけれども、今回はコンサルティング会社を入れずに市職員が単独で集約、集計、考察

などを行っている関係もありまして、当初のスケジュールよりも時間もかかっておりま

す。本日、この会議で詳細をお知らせすることを予定しておりましたが、今後、機会を見

つけまして、改めてご説明をさせていただければと思っております。次のページをご覧く

ださい。目標と施策の方向性につきましては女性相談支援員への負担の増加や、女性

の抱える困難や不安の軽減、解消するためには、民間団体と行政が一体となって取り組

む必要があるということから支援者を支える施策を推進の基本方針にするということで

考えております。こちらに重点目標が３つございますが、あらゆる暴力の根絶、生活上の

困難に対する支援、生涯にわたる健康づくりの推進の３つということとしております。この

重点目標の３につきましてはリプロダクティブヘルスライツという、先ほどの性教育の話

にも関連するところではありますが、女性の健康と権利の保護というタイトルに変更して

いきたいというふうに考えております。重点目標１につきましては、配偶者等による暴力

の防止を最初に掲げさせていただいております。現在集約中ではありますけれども、今

回の調査によりますと、相談先の情報不足、ＤＶへの気づきに繋がらないことへの指摘と

いうものが数多くありましたので、ＤＶ相談窓口の周知啓発について強化をしていきた

いと考えております。また相談支援体制の充実につきましては、女性相談支援窓口にお

けるＤＶ相談に対する専門性の向上、他部署との連携強化を明確にするとともに女性相

談窓口以外の窓口でも、女性からの相談対応能力を上げていくということを明確にして
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いきたいと考えております。次のハラスメントのところにつきましては、人格を否定するよ

うな言動を受けたことがあるという人が２４．１%にのぼるなど、女性の重要な課題となっ

ていることから暴力の根絶という中で位置づけていきたいと考えております。続きまし

て、重点目標の２になりまして、こちらは生活上の困難に対する支援で、生活困窮への対

応とともに、今回の調査で母子世帯の生活状況が苦しくなっているということや、ＤＶ被

害による離別と推察される例が多く見られましたので、ひとり親家庭などへの支援を明

確にしまして母子父子自立支援員の相談支援の充実についても明記をしていきたいと

考えております。次に重点目標３につきましては、女性の健康と権利の保護といたしまし

て、女性特有の心身の変化や不調により社会生活に影響があったかの質問に対して、４

１%の方が「ある」と回答しておりますので、性が抱える健康の課題というものにつきまし

て、フェムテックなどの活用も含めた取組や啓発などを盛り込んでいきたいというふうに

考えております。また、今年度策定されました本市の自殺対策計画の中で、女性の自殺

対策が基本政策の１つということで掲げられておりますので、メンタルヘルス対策や情報

提供の推進、命を支える自殺対策などについても明記をしていきたいと考えておりま

す。その他にも、性に対する理解、知識不足による課題というのが社会生活上の困難と

結びついたり、人権侵害に直結するケースもありますので、性の理解と啓発につきまし

ては、この中で盛り込んでいきたいというふうに考えております。次のページにかかりま

して、「女性支援に係る体制の充実」というところですけれども、女性支援のための一元

窓口の設置という声が実際あることを承知しているところではあるのですけれども、本

市では現在、ＤＶを始めとする女性相談につきましては、生活保護を所管する生活援護

課におきまして、生活支援と一体的に対応できる体制を整えております。これを一元化

するということで、別に窓口を設置してしまいますと、むしろ各課との連携に必要な時間

を要する可能性があるのではないかといった指摘や、市の事業に幅広く精通する人材

の確保というところが難しくなってくるのではないかという点から、各相談窓口における

女性からの相談支援への対応力の強化と庁内連携というところに軸を置いた体制を検

討しております。ここでは、まだ細かい記載はございませんが、庁内連携組織と、庁内外

と連携できる会議をそれぞれ設置する方向で検討を進めております。説明としては以上

になりますが、途中でフェムテックという言葉を使ってしまったのですけれども、こちらは

性が抱える健康の課題をテクノロジーで解決する商品やサービスを指すというふうにさ

れておりまして、そういったものを市の方で広く啓発をして導入を促していくということ

を進めていきたいという趣旨でございます。説明としては以上となります。 

〇鈴木会長 ありがとうございます。国の法律が今年の４月１日から始まり、２０２５年４月か

ら藤沢市独自の女性支援計画がスタートするということでありました。先ほどの資料の
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中にもございましたけれども、このふじさわ女性支援計画については、基本的にふじさ

わジェンダー平等プラン推進協議会が管轄をして、いろいろなことをより精緻に議論し

てくださっているということだと思うのですが、ここで出されたというのは、人権の視点か

ら何かないかというような趣旨でよかったでしょうかね。皆さんから、まだ骨子案ですの

で、今のこの情報提供の段階で、皆様から何かこういう視点も大事ではないかというこ

とがあれば、ご発言をいただければというふうに思います。 

（岸本委員挙手） 

〇鈴木会長 岸本委員、お願いいたします。 

〇岸本委員 この計画の端緒が法律である「困難な問題を抱える女性への支援に関する

法律」であるので、女性に着目してという計画になるのは、ごもっともだとは思うのです

けれども、先ほど星野委員からのお話にもありましたとおり、性被害を受けるのは女性と

は限りませんし、私のところに相談に来るＤＶ被害者の方も女性とは限らず、逆もありえ

ます。そういう意味では、問題を抱えていたり、いろいろ困っていたりする方についての

支援は、男女関係なく必要かなと思います。この計画にブレーキをかける側の意見と捉

えて欲しくないので、まずは女性の支援から始めていただくのは構いませんが、その先

にはジェンダー的な観点からも、男女関係なく支援する制度にしていっていただけたら

なと思いました。以上です。 

〇鈴木会長 ありがとうございます。市の方から何かありますか。 

〇事務局（猪野） 今、岸本委員からご指摘がありましたとおり、困難な問題を抱える女性

への支援に関する法律に基づいて計画を作っていくということになりますので、この計

画に関しては女性に着目してという形になります。ただ一方で、本市のジェンダー平等プ

ランにつきましては、性別問わず、誰もが活躍できる社会をつくるということを目標と掲

げておりＤＶ防止の計画と統合しておりますので、そういった意味でジェンダー平等を進

めていくという中の１つとして、今回計画を策定するものとなっております。 

〇鈴木会長 ご意見ありがとうございます。他に皆様からいかがでしょうか。 

（深田委員挙手） 

〇鈴木会長 深田委員からお願いいたします。 

〇深田委員 私の記憶ですと女性支援新法に関連して、都道府県が基本計画を立てるの

は義務であって、基礎自治体については努力義務になっているかと思います。そうした

中で、藤沢市が独自に基本計画を作ろうというのは、とても前向きで素晴らしいなと思

っています。神奈川県内、もしご存知でしたら教えていただきたいのですが、他の市町

村で基本計画を作るという話は、まだ聞いたことがないので、逆に言うと、藤沢市が作る

基本計画が県内の他の自治体の見本になっていったら素晴らしいだろうなと思っていま
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す。それから、私が聞いている範囲で、女性支援新法を上手く活用させていくためのポ

イントがいくつかあるのだろうと思うのですが、１つはここにも書かれていますけれども、

さまざまな民間団体と協働していく、この中で後半に女性支援調整会議が設置されると

あるのですが、これも上手く運用されれば大変素晴らしいと思います。神奈川県内は、

長年、女性支援を行ってきた団体がたくさんありますので、上手く機能していけば素晴

らしいと思います。それからもう１つ、女性相談支援員について、資料の中で女性を取り

巻く課題認識や相談支援に関する知識技術を習得することで、対応力の向上を図ると

書いてあって、これも大変素晴らしいことだと思うのです。従来のＤＶ支援をしていた婦

人相談員よりも、今お話があったようにさまざまな分野の知識を持っていかなければい

けないということになるので、こういうスキルアップは重要なことだと思いますが、同時に

女性相談支援員の待遇の面で、有期雇用だとせっかくいろいろスキルを身につけたの

に、今年でお仕事終わりですということになってしまうともったいないので、待遇の面に

ついても藤沢市は他の市町村より先に出て考えていただければ、より有効にこの法律が

機能していくのではないかなというふうに想像します。それからもう１つ、この中で、「性

自認が女性のトランスジェンダーを含む」とありますが、これも大変素晴らしい発想だと

思います。実は、私も過去にトランスジェンダーの女性から、家族からの暴力被害の相

談を受けたことがあります。ただ、そうした人が逃げ込むシェルターがないのです。身体

的に男性だと行く場所がないので。ですから、DＶ被害者もそうだろうと思いますけれど

も、トランスジェンダー女性の方をどういうふうに支援していくのかというのを、藤沢市で

先進的に取り組んでいただければ、他の市町村にとっても良い前例になっていくのでは

ないかなと思います。以上です。 

〇鈴木会長 ありがとうございます。 

（森岡委員挙手） 

〇鈴木会長 森岡委員お願いいたします。 

〇森岡委員 この資料の３ページ目の上から２つ目のパラグラフで、自分らしく暮らすため

の自立支援の促進、住まい就労などの経済的支援、私も２年半前にサラリーマンを定年

退職して、いろいろな社会活動をやっている中に子ども食堂があります。子ども食堂と

いうのは全員ではないですが、多くは経済的な困難に直面してきている、シングルマザ

ーとその子どもたちを見ていると、私は個人的な話ですが離婚をして、養育費を払い切

っているのですが、養育費を払い切れている人はまずいませんと言われていまして、そ

の辺は弁護士の方がお詳しいと思うのですけれども、大概は最初から払わないとか、途

中で止まってしまうということが多いらしいのです。良い点では、藤沢市は離婚をすると

きの養育費の設定を書面化するという手続きのところで、数万円の財政的な補助をする
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というようなことが新聞出ていたと思うのですけれども、できればもっと踏み込んで、養

育費の支払いの執行代替するような機能を既にやっている市町村もあると聞いており

まして、そこまでやるとかなり大変な負荷だと思うのですけれども、本当言えば男がきち

んとと払えばいいのですけれど、そうしない男がたくさんいる。そうしないがゆえに、シン

グルマザーが困難に直面していって、子ども食堂が必要であると、ロータリーとしても公

言しているのですけれども、そんなのが一つもないのが良い世界に決まっているのだけ

れども、現実に存在しているのであれば、少しでもサポートするという意味で行政として

代理執行などを、そこまで踏み込んでという先行事例もあるみたいなので、もしご検討

いただければということでこの場でお伝えさせていただきます。以上です。 

〇鈴木会長 ありがとうございます。他に皆様からいかがでしょうか。 

（須田委員挙手） 

〇鈴木会長 須田委員お願いいたします。 

〇須田委員 ジェンダー平等プラン２０３０を見せてもらっているのですけれど、配偶者から

の暴力防止が２０１９年６月に保護対策の強化を図るというふうにされていながら、まだ

ＤＶがひどくなっているというのは、資料２－１の計画の検討状況について、計画の期間

がプランの計画に合わせて進捗管理を行う予定とありますが、この周知方法はどのよう

な形で行われるのでしょうかという疑問があります。ＤＶは地域で訴える人がいなけれ

ば、なかなか把握できないのですけど、民生委員さんはその地域の困っている人の状況

を把握されているのではないかなと思うのですけれど、市はそういうふうな形での把握

ができているのでしょうか。そのこともお聞きしたいと思います。 

〇鈴木会長 ありがとうございます。お問いかけのところ、いかがでしょうか。１つ目は計画

履行のモニタリングというお話でしたね。２つ目は民生委員さんとか地域の方との関わり

について、ニーズ把握についてですね。 

〇事務局（猪野） まず進捗管理につきましては、DV防止計画を内包したふじさわジェンダ

ー平等プランは、ジェンダー平等プラン推進協議会で進捗管理を行っておりまして、そこ

でご意見を頂戴しながら対応を進めております。今回の計画も、ＤＶというのは非常に

大きな課題になりますので、具体的に記載はしますが、進捗管理自体につきましては、Ｄ

Ｖ防止計画の中で実施していくというふうに考えております。 

もう１点の民生委員との連携というところにつきましては、ジェンダー平等プランの中に

も記載をしておりまして、本課からＤＶ相談窓口案内カードの啓発などをさせていただい

ておりますけれども、今回のアンケートでは、やはり１０代、２０代、３０代ぐらいまでは地域

の方に相談をするというのが非常に少なくなっていまして、実際の結果ですと０%という

結果が出ていまして、相談する場所をきちんと知らせていくことが重要というふうに考え
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ています。この庁舎にも各階のトイレにＤＶ窓口カードというのを置いております。そうい

ったカードなどを使って相談窓口を周知して、直接連絡をしていただいたり、来ていただ

けるような仕組み作りというのを今進めているところになります。 

〇鈴木会長 ありがとうございます。他にはいかがでしょうか。よろしいでしょうか。このふ

じさわ女性支援計画については、先ほどもお話がございましたけれども、資料の２－１の

裏面にありますとおり、これからパブリックコメントも実施されていくというところであり

ますので、まだ本当に素案の柱立てのみしか今日はご報告をいただくことができており

ませんけれども、更に実際のものが出てきてということで、パブリックコメントもあるかと

いうふうに思います。ぜひ委員の皆様におかれましてはこちらの方も、ご活用いただきな

がら、人権の視点から、ご提言をいただければと思います。よろしくお願いいたします。

では、最後になりますが、今回、萩原委員から、この人権の取組にも根深い関わりを持っ

ております平和について、この夏のお取組をなさったということで、ご報告をいただこう

と思っております。萩原委員お願いいたします。 

〇萩原委員 これから広島の平和学習の報告をさせていただきたいと思います。今回の広

島の平和学習では、事前学習を２回行った後に、８月５日から７日にかけて、２泊３日で

広島に行かせていただきました。その後、報告会を行い班ごとに発表するという流れで

した。事前学習では、講師を招いてのグループディスカッションやワークショップ型の学

びというものがあり、自発的に皆が取り組めるような内容になっていたと思います。その

後、実際に８月５日から７日にかけては、広島のいろいろなところを回り、見学したりお話

を聞いたりしたという流れでした。帰ってきて、２回ほど班で集まり、報告会の準備をし、

報告会という全体の流れでした。班構成としましては、広島派遣は全部で３班ありまし

て、自分がＡ・Ｂ・Ｃの３班のうちのＢ班のグループリーダーの役割をしていて、小学５年

生から大学生まで７人ぐらいで1つの班が構成されていました。結構幅広い年代の人た

ちで構成されていたのかなと思います。８月５日、１日目は「原爆の子の像」にてセレモニ

ーを行った後に、平和記念公園で資料館の方で当時の服であったりとか、残っているも

のであったりとかを見学した後に被爆者の体験講話を聞く、時間がありました。２日目は

午前中に平和記念式典に参列しまして、その後被爆体験伝承者の講話を聞きました。午

後は班別自由行動で、広島市立大学の平和活動サークルＳ２という方々に同行してい

ただきまして、それぞれの班で事前学習のうちに決めたルートを移動するような形になり

ました。その後、元安川で灯篭流しを見て、ホテルに帰るという流れでした。３日目は原

爆と被爆電車について、講師の方に講話をしていただいた後に、原爆ドームを見学し

て、実際に被爆電車に乗車するという体験をさせていただきました。今回、その中で被

爆者体験講話と原爆と被爆電車についての講話の２つについて少し話していこうかと思
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います。被爆者体験講話につきましては、講師が梶矢文昭さんという方でした。梶矢さ

んは８５歳で小学１年生のときに被爆されたそうです。１９６２年から広島市で小学校教諭

や校長を務め、２００１年にヒロシマを語り継ぐ教師の会を発足し、事務局長に就任され

たそうです。被爆体験証言者として、残り少ない方々の１人で、梶矢さん自身、癌を発病

された中での活動となっておりまして、体を張って、この活動に従事されている方です。

梶矢さんは現在の原爆の状況と自身の被爆体験、そして平和についての梶矢さんの考

えというものをお話していただきました。現在、原子爆弾の数というのは世界で１万２００

０発を超えるとされています。特に最近ですと中国における原子爆弾の数が増えていま

す。しかし、増えていることに関して国連であったりとか、世界が政治的なさまざまな理

由があるとは思うのですが、止められてないという状況になっております。また、それら

を規制することも難しいのが現状なのかなと思っております。私が梶矢さんのお話の中

で、印象に残っていた言葉として、「三度許すまじ」という言葉がありまして、「３度目はな

いよ」という言葉なのですけれども、広島と長崎に原爆が落ちた中で、梶矢さんは実際に

体験されてその悲惨さというのを知っている分、絶対に３回目を許してはけないという

強い思いのもとに活動されていると思いますし、今回の講話においても、そのような気

持ちがすごく伝わってきました。３度目を落とさせないために、私たちに何ができるのか

というところで、原爆について知っている人が声を出すことを徹底することが大事なので

はないかと梶矢さんおっしゃっていました。もちろんそれは、梶矢さんのように被爆体験

証言者であったり、伝承者であったりとか、そういう方々が広げていくというのはあると

は思うのですけれど、私も今回、原爆について学びましたが、いろいろなところでいろい

ろな人が原爆について学ぶとは思うのですけれど、学んだ内容というのをインプットする

だけではなく、アウトプットしていくという作業も重要なのかなと思いました。私たちにで

きることとして１つ大事なことは、自分にできることとできないことを理解することを梶矢

さんがあげていました。私も非常に共感したのですが、例えば世界問題とか、国レベル

の問題で考えてしまいますと、私たち１人１人に何ができるのかなと思ってしまう。何もで

きないのかなと思ってしまう部分があったりするかと思うのですけれど、そうではなくて、

もっと身近で自分にできることというのを精一杯頑張るということを積み重ねていくうち

に、目標達成に近づくのではないかと思います。最後に梶矢さんがおっしゃっていたの

は、平和において重要なことは何かというところで、「お互いを大事にし合うこと」という

ことをおっしゃっていました。これは先ほど申し上げた自分にできることとできないことを

理解することにも繋がるとは思うのですけれど、例えば自分の隣の人の考え方を尊重す

るなど、自分の家族、職場、学校であったりとか、そういうところで、その１人１人、お互い

を大事にし、尊重し合うということが、遠い話でありますが、巡り巡って平和というものに
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少しずつ繋がっていくのではないかという考えをおっしゃっていました。自分も非常に共

感し、身近なところから変えていくべきなのかなと感じました。２つ目が原爆と被爆電車

という講話で加藤一孝さんのお話をお聞きしたのですけれど、今回は少し被爆電車とい

うところを除いて、原爆とエノラ・ゲイ号というところについて少しお話させていただきた

いと思います。加藤さんは日本路面電車同好会中国支部代表や比治山大学の講師をさ

れている方で、被爆電車についてお話いただいたのですが、自分が心に残った部分を

中心にお話させていただけたらと思います。１つ目は広島に落とされた原子爆弾につい

てで、リトルボーイと呼ばれ、テニアン島からＢ２９によって運ばれたということです。原爆

による被害は３５万人いて、そのうち一般市民が２９万人も巻き込まれたということです。

軍人が４万人しか被害を受けていないのに、市民が７倍以上の２９万人被害を受けてい

るというのは、この原子爆弾の被害というのがどれくらい大きかったのかがわかるかなと

思います。１９４５年１２月までには１４万人が死亡しています。藤沢市の人口が４４万人ほ

どですので、３分の１ほどがこの原爆によって１２月までに死亡したということになります。

続いてエノラ・ゲイ号とは何かといいますと、テニアン島からＢ２９によって運ばれたリト

ルボーイ、そのリトルボーイを運んだのがエノラ・ゲイ号という飛行機でして、そのエノラ・

ゲイというのが飛行機に乗っていた機長の母親の名前が由来でして、母親の名前をつ

けるぐらいですから罪悪感がないことや、任務に誇りを持っていることの表れなのかなと

個人的には思うのですけれど、話していただいた加藤さんは、「私には全く理解ができな

い」とおっしゃっていたのですけれど、私が思うのは、日本側の視点とアメリカ側の視点

とは大きく異なっていて、アメリカ側は当時、原爆を落とすことが日本のためにもなると

いうような考え方をしていたのではないかと思いますし、大きくそこは異なる部分だった

のではないかなと思います。罪悪感がない理由としてもう１つあげるとしたら、機長や戦

闘機に乗っていた人たちは、地上６００mで爆発していることもあって、爆発する前にアメ

リカのテニアン島に逃げ帰っていることもあって、実際に被害を見ていないことというの

が１つの原因ではないかなと思います。実際に被害を見ていないとか、実際に物を見て

いないと想像できない部分があったりするのではないかなとこれを聞いていて私は感じ

ました。今回の平和学習のまとめなのですが、２つ私が強く印象に残ったことを最後にあ

げさせていただきたいと思います。１つ目が原子爆弾の脅威の再認識というところです。

被爆者の講話や原爆ドームなどの遺産巡り、平和祈念式典参列などを通じて、改めて原

爆の脅威を知ったということなのですけど、今までは教科書や授業でしか原子爆弾とい

うものを扱ったことがなく、死亡者が１４万人いたというのも、授業の中では聞いていた

のですけれど、やはりデータ上の数字といいますか、１４万人といってもあまり想像がつ

かなかったのですけれど、実際に式典に来場している数とか、例えば藤沢市の人口など
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身近なところから考えると、この数の膨大さを改めて感じたところではありました。また

原爆ドームとか、班別自由行動のときに被爆した小学校などを巡ったのですけど、そこに

その当時のまま残っている姿を見ると、こんなに被害が大きかったのだとか、こんなに爆

風があって、建物が全壊するような大きな被害が出たのだなというのをすごく実感でき

るような今回の平和学習でした。もう１つ感じたのは平和の難しさです。先ほどのエノラ・

ゲイ号の話でもあったのですけれど、戦争はそれぞれの正義、それぞれのやりたいこと、

思惑があって、その上で戦っている話ではあると思いますので、どちらかが悪いどちら

かが良いというような二元論では片付けられないのかなと思いました。そういうところか

ら、改めて平和の難しさというのも感じた平和学習でした。最後に、課題の分離というの

をあげているのですけれど、これは梶矢さんも被爆者体験のお話でもあったのですけれ

ど、世界規模、国規模で考えてしまうと、私自身がまだ学生ということもあるのかもしれ

ないのですけれど、「何もできないんじゃないか」、「平和について私たちができることっ

て何なのかな」と考えたとき、平和に直結することはあまり考えることができなかったの

ですけれど、身近な部分で例えば人に優しくすることもそうかもしれないし、人の意見を

受け入れることもそうなのかもしれないし、先ほどやっていたジェンダーなどの違いを受

け入れるというところも巡り巡って平和に繋がっていくのではないかなと考えたときに、

私たちにもできることはあるのかなと感じました。なので、身近な部分から変えていくと

いうことが一番重要なのかなと今は考えております。これで平和学習の発表は以上とな

ります。ありがとうございます。 

（拍手） 

〇鈴木会長 ありがとうございます。萩原委員が行っていただいた広島への平和学習は、

藤沢市が実施する平和学習広島・長崎派遣プログラムということで、今年度２１人の

方々が広島・長崎にそれぞれ派遣されたと聞いております。その中の学びということで

ありました。本当に平和というのは、先日、ノーベル平和賞を被団協が受賞いたしました

けれども、今日いろいろ語られてきた人権というのは、平和の上でなくては成り立たない

話だなということを強く感じるところであります。皆さんから何かコメントありますか。よ

ろしいでしょうか。萩原委員、ありがとうございます。皆さん、もう一度拍手をお願いしま

す。 

（拍手） 

〇鈴木会長 今日の議題は以上ですべてとなります。皆様から何か追加されることござい

ますか。市の方からは、これはご覧いただければということでよろしいでしょうか。２つの

講演会ということでございます。全体を通して、皆様から何かございますか。 

（星野委員挙手） 
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〇鈴木会長 星野委員お願いいたします。 

〇星野委員 困難な問題を抱える女性への支援に関する法律のことなのですけれども、神

奈川県の方では「困難な問題を抱える女性等」という「等」にしています。神奈川県のご

説明によると男性へのＤＶやトランスジェンダーの女性を含めるために「等」というのを入

れたということでした。補足です。以上です。 

〇鈴木会長 ありがとうございます。これは計画の根幹に関わる大事なところですね。 

〇事務局（猪野） 県の方で説明を受けておりまして、神奈川県の方は、ＤＶ防止計画と一

体計画にするということになりまして、もともと藤沢市のＤＶ計画もジェンダープランの中

に入れているので、男性も女性も対象にしているのですけれども、神奈川県の計画がＤ

Ｖ計画に入れるというところで、男性やセクシュアルマイノリティの方も入ってくるという

ことで、「等」をつけますというような説明を受けております。そこのあたりが本市の計画

との違いもありますので、名前の考え方については、また今後検討していきたいと考え

ております。 

〇鈴木会長 星野委員、ありがとうございます。大変有益な情報でございました。他に皆様

からよろしいでしょうか。私の進行はここまでとさせていただきます。 

〇事務局（濱野） 事務局から連絡がございます。次回の第３回協議会は来年１月１７日

（金）午後２時から予定をしております。場所は、本日と同じこの会議室でございます。ま

た開催日が近くなりましたら、通知をお送りいたしますので、よろしくお願いいたします。

また、本日の会議の議事録を作成次第、皆様にメールでお送りいたしますのでよろしく

お願いします。以上です。 

〇鈴木会長 ありがとうございます。次回１月１７日でございます。今回の第２回協議会は委

員の皆様全員がご参集いただけたということで、本当にたくさんのご意見をいただきま

したこと、改めてお礼申し上げたいと思います。また次の協議会でお会いできたらと思い

ます。本日はどうもありがとうございました。お疲れさまでございます。 

 

以  上 


